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録
と
言
う
事
な
の
で
、
西
山
氏
に
転
売
方
を
お
願
い
し

た
が
、聞
き
入
れ
ら
れ
ず
西
山
氏
が
買
い
受
け
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　
　
小
立
村
は
宮
家
に
再
度
小
立
村
の
一
方
な
ら
ぬ
骨

折
り
に
て
宮
家
の
ご
希
望
を
か
な
え
た
事
を
申
し
上
げ

西
山
氏
へ
の
転
売
の
再
考
を
願
い
出
た
が
、「
一
度
契
約

し
た
の
を
解
約
す
る
の
は
宮
家
の
対
面
上
で
き
か
ね
る
。」

と
断
ら
れ
た
。そ
の
た
め
小
立
村
と
し
て
は
不
本
意
な
が

ら
宮
家
の
為
に
新
設
し
た
道
路
に
つ
い
て
は
、宮
家
が
使

用
し
な
い
の
な
ら
ば
村
議
会
の
議
決
を
以
っ
て
廃
道
と
な

し
、湖
岸
よ
り
の
通
行
道
路
を
断
つ
べ
く
、小
立
村
を
経

由
す
る
借
地
の
貸
付
を
し
な
い
様
河
川
課
に
陳
情
し

た
。
同
時
に
無
断
使
用
者
は
告
発
す
る
と
の
立
て
看
板

を
水
陸
両
面
に
立
て
た
為
に
様
相
は
一
変
。さ
す
が
の

西
山
氏
も
交
通
を
遮
断
さ
れ
た
為
出
入
不
能
と
な
り
、

つ
い
に
諦
め
船
津
村
に
無
償
寄
付
さ
れ
た
の
だ
が
、小
立

村
と
し
て
は
船
津
村
に
今
ま
で
の
実
情
を
訴
え
、
小
立

村
に
譲
渡
方
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、船
津
村
に
於
い
て

は
種
々
方
法
協
議
を
重
ね
た
結
果
、村
議
会
も
様
々
な

意
見
も
あ
っ
た
が
、将
来
に
渡
り
隣
村
と
事
を
構
え
る
は

忍
び
な
い
と
、小
立
村
に
無
償
で
寄
付
さ
れ
、暫
く
懸
案

は
解
決
し
た
。

　
　
小
立
村
と
船
津
村
は
、
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五

六
）
合
併
に
よ
り
河
口
湖
町
と
な
り
、ま
た
平
成
十
五

年
（
二
〇
〇
三
）
十
一
月
に
近
隣
の
勝
山
村
、
足
和
田

村
と
合
併
し
、
富
士
河
口
湖
町
と
な
り
、さ
ら
に
平
成

十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
三
月
に
は
上
九
一
色
村
南
部
地

区
と
も
合
併
し
、大
き
な
飛
躍
を
と
げ
て
い
る
が
、旧
宮

様
別
邸
地
は
梨
宮
公
園
と
し
て
新
町
の
教
育
、
文
化
、

観
光
の
発
展
と
環
境
の
保
全
に
寄
与
し
て
い
る
。先
人
の

苦
労
と
宮
家
に
か
か
わ
る
歴
史
の
流
れ
を
い
た
み
、故
梨

本
護
正
殿
下
の
面
影
を
偲
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　　以
上
、『
河
口
湖
町
史
』か
ら
紹
介
し
て
み
ま
し
た
。

　 （
特
別
寄
稿
　ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
の
会
　小
佐
野
卓
蔵
）

「教育センターからのお知らせ」「教育センターからのお知らせ」

「お子さんに関する悩み相談受け付けます。」相談業務→
○時間帯  「月曜日～金曜日　午前9時～午後4時」
○場　所  「富士河口湖町交流センター内（旧河口湖町役場2階）教育センター」
○対　象  「お父さん・お母さん・子どもさん・おじいさん・おばあさん・先生方」
○連絡先  「富士河口湖町教育センター　0555－83－3022」
        　   「E-mail　ed-center@kawaguchiko.ne.jp」

不登校になるきっかけは・・・

　「不登校になるきっかけ」・・・それがすぐ分かったら簡単です。しかし、現実はなかなか気付かず、いろいろな問題が絡み合っていて、
複雑です。一つひとつ落ち着いて解いていくのが、一番の近道です。教育センターは、そんなときのお手伝いができればと思っています。

　集団からはぐれた子ども達はとても不安なのです。対人恐怖に陥ったり、DＶ、自傷行為にまでなる場合があります。自分自身で対応し
きれないのです。学校に行かずにその代償として、やることがないのでパソコンやゲームにはまってしまったり、昼夜逆転してベッドや布
団で過ごす事が多くなってきます。早めに気付き、不登校を克服し、輝きを蘇らせて､子ども達の自らの脚で歩めるように、支援していきま
しょう、一番大切なことは､子ども達の自立です。

（１） 友達、先生などといった人間関係のトラブル
（２） 病気などの長期の休み、学校での失敗等で自己で疎外感を抱いている。
（３） 定期テスト､進級テスト等で成績が取れない。また提出物が出せないことから自己喪失
（４） 家庭での心配事が強く､社会との接点が乏しくなり､閉塞感がある。
（５） 自意識が過剰で、同級生や友達が自分のことをどう思っているか過度に気になる。

次回は、「気付いたらどうしたらいいのか」について、少し考えてみたいと思います。

窓口相談、電話相談、メールでもかまいません。
お気軽にご相談下さい。

解決の糸口を一緒に考えましょう。
（相談内容・相談者の秘密は堅く守られます。)

　
町
内
勝
山
に
所
在
す
る
国
指
定
の
重
要
文
化

財
冨
士
御
室
浅
間
神
社
本
殿
の
保
存
活
用
計
画

に
つ
い
て
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
検
討
委
員

会
に
よ
っ
て
策
定
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
年
の
三
月
に
策
定
作
業
が
完
了
し
、
文
化
庁

の
確
認
が
済
み
、『
重
要
文
化
財
冨
士
御
室
浅
間

神
社
本
殿
保
存
活
用
計
画
書
』
が
完
成
い
た
し

ま
し
た
。計
画
書
に
は
、
重
要
文
化
財（
建
造
物
）

の
価
値
、
保
護
の
し
く
み
、
申
請
等
に
必
要
な
書

式
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
平
成
二
十
年
度

に
実
施
さ
れ
た
建
造
物
の
実
測
調
査
の
図
面
も

使
用
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、
付
録
の
Ｃ
Ｄ―

Ｒ

Ｏ
Ｍ
に
は
、
計
画
書
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
、
建
造
物
の
実

測
図
の
縮
尺
五
十
分
の
一
の
原
図
デ
ー
タ
（
Ｐ

Ｄ
Ｆ
版
）
を
収
録
し
て
い
ま
す
。町
の
生
涯
学
習

館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
閲
覧
や
貸
出

し
が
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
御
利
用
く
だ
さ
い
。

重
要
文
化
財
冨
士
御
室
浅
間
神
社

　
　
　
本
殿
保
存
活
用
計
画
に
つ
い
て
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〈エッセイ募集〉
～戦中・戦後の記憶をたどって～

〈エッセイ募集〉
～戦中・戦後の記憶をたどって～

　
　
私
が
少
年
の
頃
に
は

日
本
の
軍
隊
は
強
大
な

勢
力
を
も
っ
て
い
た
よ
う

に
見
え
ま
し
た
。
日
清
、

日
露
戦
役
で
日
本
の
領

土
は
拡
大
し
ま
し
た
。

や
が
て
昭
和
六
年
、
満
州

事
変
が
、
続
い
て
上
海
事

変
が
勃
発
。
中
国
大
陸
で
日
支
両
軍
が
激
突
し
て
戦
い

は
さ
ら
に
激
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
　
私
は
、
昭
和
16
年
２
月
１
日
現
役
兵
で
東
京
赤
羽
の

「
工
兵
第
一
連
隊
」へ
入
営
し
、ま
も
な
く
渡
満
し
て「
満

州
国
黒
河
省
遜
呉
」
第
九
七
〇
部
隊
へ
入
隊
、
以
来
こ

の
地
で
ソ
満
国
境
整
備
に
就
く
こ
と
三
年
。続
い
て
昭
和

19
年
２
月
下
旬
、わ
が
部
隊
へ
南
洋
派
遣
の
動
員
命
令

が
下
り
、
我
ら
川
端
隊
は
マ
リ
ア
ナ
諸
島
の
ロ
タ
島
の
守

備
隊
と
な
り
ま
し
た
。隊
長
は
今
川
茂
少
佐
。上
陸
後
、

早
速
陣
地
造
り
作
業
を
開
始
。６
月
16
日
、米
軍
ニ
ミ
ッ

将
軍
の
大
機
動
部
隊
が
マ
リ
ア
ナ
諸
島
を
包
囲
し
、
主

な
る
三
島
で
あ
る
サ
イ
パ
ン
島
、テ
ニ
ア
ン
島
、グ
ア
ム
島

は
敵
軍
の
猛
攻
撃
に
よ
り
、守
備
の
日
本
第
１
３
１
師
団

の
数
万
名
の
部
隊
は
敢
え
無
く
敗
れ
て
全
滅
し
ま
し
た
。

　
　ロ
タ
島
は
小
さ
な
島
で
あ
っ
た
為
に
連
日
に
渡
り
爆

撃
を
受
け
た
も
の
の
敵
軍
の
上
陸
は
な
か
っ
た
の
で
九
死

に
一
生
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
真
に
運
命
と
い
う

も
の
で
し
ょ
う
か
。

　　昭
和
20
年
８
月
15
日
、日
本
は
遂
に
聯
合
軍
へ
降
伏

し
ま
し
た
。９
月
４
日
、よ
く
晴
れ
あ
が
っ
た
日
、
米
軍
が

ロ
タ
島
守
備
隊
の
武
装
解
除
と
、
グ
ア
ム
島
移
転
作
業

の
た
め
、タ
タ
チ
ョ
地
区
に
上
陸
し
て
来
ま
し
た
．
我
ら

は
、こ
れ
ま
で
天
皇
陛
下
よ
り
預
か
っ
た
大
切
な
小
銃
と

帯
剣
を
海
岸
線
へ
積
み
上
げ
ら
れ
、
丸
腰
と
な
り
ま
し

た
。そ
の
時
、し
み
じ
み
と
敗
戦
を
実
感
し
む
な
し
さ
で
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。

そ
し
て
、今
後
は
ど
う
な
る
の
か
不
安
で
し
た
。

あ
の
時
見
た
、日
焼
し
て
ま
っ
赤
な
米
兵
の
顔
と
巨
大
な

姿
が
今
な
お
瞼
に
浮
か
ん
で
来
ま
す
。

　
　
川
端
中
隊
は
、９
月
４
日
米
軍
に
よ
っ
て
ロ
タ
島
か
ら

グ
ア
ム
島
へ
移
送
さ
れ
収
容
所
に
入
り
ま
し
た
。そ
れ
以

後
の
一
年
と
三
ヶ
月
、
米
軍
基
地
の
使
役
作
業
を
続
け

ま
し
た
が
、長
く
苦
し
い
日
々
で
し
た
。

　
　
わ
が
工
兵
第
一
連
隊
は
明
治
五
年
に
創
立
さ
れ
て

日
清
、日
露
戦
役
に
お
い
て
は
、軍
功
に
よ
り
感
謝
状
を

授
与
さ
れ
た
と
聴
い
て
お
り
ま
す
。し
か
し
、
今
度
の
戦

争
で
は
、
連
隊
は
各
方
面
へ
分
遣
さ
れ
て
レ
イ
テ
島
、
グ

ア
ム
島
、ロ
タ
島
、満
州
残
留
と
分
け
ら
れ
、戦
い
ま
し
た

が
、そ
の
八
割
以
上
の
兵
士
が
戦
死
し
た
の
で
す
。な
ん

と
悲
惨
な
戦
争
で
し
ょ
う
か
。

　
　
私
は
、
昭
和
21
年
11
月
下
旬
、
グ
ア
ム
島
の
収
容
所

か
ら
六
年
ぶ
り
に
故
郷
へ
戻
り
ま
し
た
が
、
始
め
て
父
の

死
亡
と
弟
の
紳
太
が
沖
縄
本
島
で
戦
死
し
た
こ
と
を
知

り
、愕
然
と
し
ま
し
た
。辛
く
悲
し
い
出
来
事
で
し
た
。戦

後
す
で
に
65
年
で
す
が
、
今
も
毎
朝
線
香
を
た
む
け
て

居
り
ま
す
。

　
　
私
は
、す
で
に
亡
き
弟
の
四
倍
も
生
き
続
け
て
い
る
の

で
す
。
平
和
な
世
で
幸
せ
に
暮
し
て
い
た
人
が
、あ
る
日

突
然
に
銃
を
持
た
さ
れ
、生
死
を
決
す
る
戦
場
へ
と
送
り

こ
ま
れ
命
を
奪
わ
れ
る
。
誰
も
願
っ
て
い
な
い
恐
怖
の
現

実
に
直
面
す
る
。こ
れ
が
社
会
の
現
実
で
す
。
戦
争
は
人

間
の
果
て
し
な
い
欲
望
の
産
物
で
す
。

　
　ど
う
か
皆
さ
ん
、先
人
の
悲
惨
な
犠
牲
の
も
と
で
築
か

れ
た
こ
の
尊
い
平
和
の
世
が
未
来
永
劫
に
続
く
こ
と
を
切

に
祈
り
ペ
ン
を
置
き
ま
す
。

　　　　戦
後
65
年
、今
年
も
暑
い
夏
で
し
た
。

広
島
と
長
崎
で
は「
原
爆
死
没
者
慰
霊
式
」「
平
和

記
念
式
」が
営
ま
れ
　核
兵
器
廃
絶
と
世
界
平
和
を

祈
り
、そ
し
て
訴
え
ま
し
た
。

　
　
八
月
は
、
国
中
の
老
若
男
女
す
べ
て
が
、
戦
争
と

敗
戦
に
真
正
面
か
ら
対
峙
し
て
平
和
意
識
を
深
め

る
べ
き
大
切
な
月
で
す
。
新
聞
テ
レ
ビ
で
は
連
日
特

集
し
て
、65
年
前
の
戦
争
の
悲
劇
と
減
亡
を
報
道
し

て
い
ま
し
た
。
当
時
に
生
き
た
高
齢
の
方
々
は
ど
ん

な
お
気
持
で
ご
覧
に
な
ら
れ
た
か
辛
く
な
り
ま
す
。　

　
　
半
面
、
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
の
人
々
は
、ど
の

よ
う
に
過
去
の
戦
争
と
敗
戦
に
向
き
合
っ
た
で
し
ょ

う
か
。
私
は
、
戦
争
の
悲
劇
の
継
承
こ
そ
が
平
和
と

反
戦
意
識
に
つ
な
が
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
　セ
ン
タ
ー
み
ず
う
み
で
は
、
昨
年
か
ら「
戦
中
戦

後
の
記
憶
を
た
ど
っ
て
」と
題
し
て
広
報
へ
の
投
稿
を

お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

「
平
和
意
識
の
高
揚
は
、地
域
か
ら
根
づ
か
せ
る
」そ

ん
な
考
え
で
意
気
込
ん
で
呼
び
か
け
た
も
の
の
、
戦

争
体
験
者
の
減
少
と
風
化
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る

中
、
書
い
て
下
さ
る
だ
ろ
う
か
、と
気
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。し
か
し
予
想
に
反
し
て
、自
ら
寄
稿
し
て
お
届

け
い
た
だ
く
克
明
な
体
験
記
、ま
さ
に
驚
き
と
感
動

で
し
た
。同
世
代
に
生
き
た
私
は
幾
度
涙
し
て
拝
読

し
た
で
し
ょ
う
か
。

　
　
60
数
年
、
封
印
さ
れ
て
き
た
皆
さ
ま
の
記
憶
は
、

映
像
の
よ
う
に
鮮
明
で
胸
に
し
み
ま
す
。

　こ
の
た
び
の
体
験
記
は
平
和
を
願
う
教
科
書
と
し

て
、子
や
孫
の
世
代
へ
継
承
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　ご
協
力
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

戦
争
の
時
代
に
生
き
て小

立
　
相
澤 

一
雄(

88
歳)

戦
争
体
験
記
に
寄
せ
て

セ
ン
タ
ー
み
ず
う
み
　
編
集
者
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ご意見・ご質問は、TEL 0555－72－4331 (FAX 72－4341)　河口湖フィールドセンターまで

Nature in and around Mount Fuji 

富士山生物多様性研究イニシアティブ・プロジェクト（その４）

無戸室浅間神社（船津胎内神社）で夏にもウサギコウモリが見られました

ショート・ニュース …………………………………………………………………………………………………………………
○7月10日に経団連CSR担当者研修会の第二日目が河口湖フィールドセンターで開かれ、午前中は3グループに分かれてのガ
　イドウォークが、午後には「富士山の生物多様性と保全」と題した講演が行われました。
○第3回富士山写真展「富士山の里山～里山の自然がもたらす生物多様性～」を、8月1日～9月30日まで河口湖フィールドセ
　ンター研修室で開催しています。
○9月17～20日に岐阜大学で開催される野生生物保護学会・哺乳類学会合同大会で「絶滅危惧種ミヤマシジミのメタ個体群
　構造について」と題して口頭発表する予定です。
○第13回ホタル・オオムラサキ賞の作品募集（自由研究・ポスター・作文・写真）が、9月30日を締め切りとして行われています。
　今年も多数のご応募を期待しています。

　7月の「湧水と里山環境」のプロジェクト（北垣憲仁；都留文大特任准教授・河口湖
フィールドセンター非常勤研究員）は9～11日に行われました。カヤネズミは初夏と秋
に繁殖すると考えられていますので、繁殖用の巣は確認されませんでしたが、絶滅危
惧水生植物バイカモと共生する水生昆虫や貝類の様子が水中カメラで撮影され、これ
まで未知だったバイカモの水辺環境における「水辺の浮島」としての貴重さが浮き彫
りになると同時に、今後の調査方法がほぼ確立されました。
　17～19日に行われた「草原と林の鳥」プロジェクト（西　教生；河口湖フィールドセ
ンター自然共生研究室研究員）では、鳥たちがヒナを育てる時期に入ったと思われ、
キビタキとオオジシギのさえずりが聞かれずに苦労しましたが、河口湖フィールドセン
ター周辺の自然林と人工林・梨ヶ原で行っている鳥類の種と個体数の調査をボランティアと一緒に行うことによって、これらの

場所が富士山に住む鳥たちにとって、大変重要な場所であることをボランティアの人
たちに理解してもらえたと思います。
　また、23～25日に行われた「絶滅危惧チョウ類」プロジェクト（渡辺通人；河口湖フ
ィールドセンター館長兼自然共生研究室長）では、本栖高原と野尻草原・梨ヶ原とい
う富士北麓三大草原地帯と身延町でのミヤマシジミをはじめとした絶滅危惧チョウ
類の生態調査が行なわれ、富士山の草原の特性や、火入れがされている場所されていな
い場所での違いを含めた富士山の里山環境の大切さを実感してもらえたと思います。
　8月には最終節の３プロジェクトが行われ、予定された計12回のプロジェクトが全て
終了する予定です。

　河口湖フィールドセンターが管理を委託されている無戸室浅間神社（通称；船津胎内神社）で、例年は夏だけに見られるウ
サギコウモリが、3月末～4月上旬に見つかったことをすでに広報でお知らせしましたが、今年も6月下旬になってからも見られ
るようになりました。4月2日には背中にピンクの１をマーカーで書いておいたのです
が、6月から見られたウサギコウモリにはこのマークが見られませんでした。背中を自
分できれいにしてマークが見えなくなったのか、別の個体が現われたのかははっきり
しませんが、富士山麓でも個体数の少ないウサギコウモリが8年以上連続して胎内樹
型と神社を利用していることがわかり、剣丸尾溶岩流上の自然林と溶岩樹型の貴重さ
を改めて痛感しています。
　猛暑の続くこの夏、例年9月までしか見られないウサギコウモリが、いつまでこの神
社と溶岩樹型を利用するのか、大切にしながら興味深く見守って行きたいと思ってい
ます。
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県
民
の
日
富
士
吉
田
会
場
出
演
者
・
出
店
大
募
集

テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
開
催
の
お
知
ら
せ

第
21
回
富
士
五
湖
広
域

　
　

住
民
交
流
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

富
士
北
稜
高
等
学
校
公
開
授
業
及
び

　

平
成
23
年
度
前
期
募
集
入
学
者
選
抜
説
明
会

富
士
河
口
湖
町
野
球
協
会

　
　

町
制
祭
第
７
回
軟
式
野
球
大
会

富
士
河
口
湖
町
体
育
協
会
ス
キ
ー
部

　
　

親
子
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
教
室
・
練
習
会

　
10
月
23
日（
土
）、
富
士
北
麓
公
園
陸
上
競
技
場
前
広
場

で
行
わ
れ
る
「
県
民
の
日
」
の
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
へ
の
出

演
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
店
し
ま
せ
ん
か
？

＝
ふ
れ
あ
い
広
場
ス
テ
ー
ジ
出
演
者
の
募
集
＝

■
参
加
資
格
　
県
内
に
在
住
す
る
方
、グ
ル
ー
プ
。

   

プ
ロ
、 

ア
マ
不
問
。高
校
生
以
下
は
保
護
者
の
承
諾
が  

　
必
要

■
発
表
内
容
　
内
容
不
問
。但
し
、
カ
ラ
オ
ケ
や
公
序
良

　
俗
に
反
す
る
も
の
、運
営
上
支
障
と
な
る
場
合
以
外

※

応
募
多
数
の
場
合
、抽
選
に
よ
り
主
演
者
を
決
定

＝
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
＝

■
募
集
内
容
　
区
画
数
25
　
■
出
店
料
　
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
抽
選
に
よ
り
出
店
者
を
決
定
し
ま
す

■
募
集
締
切
　
９
月
15
日（
水
）

●
申
込
・
問
合
先
　

　
　
　
県
民
の
日
富
士
吉
田
会
場
運
営
委
託
先
　
　
　

　
　
　
　（
株
）ア
ド
ブ
レ
ー
ン
社
　
企
画
制
作
局

　
　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５‐

２
３
１‐

３
３
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
土
・
日
は
除
く
）

　
職
場
の
仲
間
、
友
達
、
家
族
と
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

で
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
そ
う
！

■
開
催
日
　
11
月
14
日（
日
）

■
参
加
対
象
　
富
士
五
湖
地
域
に
在
住
も
し
く
は
勤
務

　
　
　
　
　
　
し
て
い
る
中
学
生
以
上
の
方

※

大
学
の
バ
レ
ー
部
に
所
属
し
て
い
る
方
、
国
体
等
全
国

　
大
会
出
場
経
験
者
は
各
チ
ー
ム
１
名
ま
で

■
申
　
込
　
所
定
の
申
込
用
紙
に
ご
記
入
の
上
、
町
役
場

　
　
　
　
　
企
画
課
又
は
富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組

　
　
　
　
　
合
振
興
課
へ

■
申
込
期
間
　
９
月
30
日（
木
）ま
で

　※

但
し
１
４
４
チ
ー
ム
に
達
し
た
時
点
で
締
切
り

●
問
合
先
　
富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組
合
振
興
課

　
　
　
　
　
　
TEL
２
３‐

５
２
７
０

■
日
　
時
　
10
月
13
日（
水
）

■
対
　
象
　
中
学
校
教
員
・
保
護
者
及
び
一
般
の
方

■
日
　
程
　
公
開
授
業
　
午
後
２
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
時
20
分（
各
教
室
）

　
　
　
　
　
説
明
会
　
午
後
３
時
30
分
〜（
視
聴
覚
室
）

■
そ
の
他
　
上
履
き
を
ご
持
参
下
さ
い

●
問
合
先
　
富
士
北
稜
高
等
学
校（
TEL
２
２‐

４
１
６
１
）

■
日
　
程
　
10
月
３
日（
日
）　
予
備
日
10
月
17
日

■
場
　
所
　
く
ぬ
ぎ
平
運
動
場
　
小
立

■
参
加
対
象
　
富
士
河
口
湖
町
内
に
在
住
も
し
く
は
勤

　
　
　
　
　
　
務
し
て
い
る
方

※
代
表
者
会
議
ま
で
に
、
参
加
者
の
定
住
確
認
や
勤
務
地

　
の
確
認
を
行
い
ま
す
。選
手
参
加
名
簿
に
会
社
の
認
証

　
等
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※

そ
の
他
詳
細
は
代
表
者
会
議
で
説
明
し
ま
す

■
参
加
料
　
１
チ
ー
ム
５
０
０
０
円

※

但
し
、
町
野
球
協
会
費
を
支
払
っ
て
い
な
い
場
合
は
、

　
協
会
費
と
し
て
、別
途
５
０
０
０
円
が
必
要

■
申
込
期
限
　
９
月
17
日（
金
）正
午
ま
で
。

●
申
込
・
問
合
先
　
富
士
河
口
湖
町
野
球
協
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
TEL
０
９
０‐

９
０
０
５‐

６
８
６
５

　
富
士
河
口
湖
町
テ
ニ
ス
協
会
で
は
初
心
者
の
方
を
対

象
に
硬
式
の
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。テ
ニ
ス

を
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
、
子
供
に
テ
ニ
ス
を
考
え

て
い
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
テ
ニ
ス
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
日
　
程
　
10
月
３
日
、10
日
、11
日
、24
日
、31
日

        

　
　 

11
月
14
日
、21
日
、28
日

■
対
象
及
び
費
用
　

○
小
学
生
初
心
者
向
け
　
８
回

　
　
午
前
10
時
50
分
〜
11
時
50
分
　
２
千
円

○
一
般
初
心
者
向
け（
中
学
生
以
上
）　
８
回

　
　
午
後
３
時
45
分
〜
４
時
45
分
　
２
千
円

■
場
　
所
　
栗
山
台
テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
勝
山
）

■
締
　
切
　
９
月
22
日（
水
）

●
問
合
先
　
テ
ニ
ス
協
会
　

　
　
　
　
　
　
TEL
０
９
０-

８
５
８
６-

２
９
１
７
流
石

■
日
　
時
　
９
月
18
日（
土
）、20
日（
月
）、23
日（
木
）、

　
　
　
　
　
10
月
９
日（
土
）、23
日（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

■
出
　
発
　
１
時
間
前
に
民
宿
八
崎
園
前
か
ら
各
家
庭

　
　
　
　
　
の
自
家
用
車
で
移
動
し
ま
す
。

■
場
　
所
　
サ
ン
パ
ー
ク
都
留
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
場
　
　

　
　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５
４-

４
５-

１
３
８
８

■
対
　
象
　
ス
キ
ー
ブ
ー
ツ
が
21
㎝
以
上
の
親
子

　
　
　
　
　（
レ
ン
タ
ル
が
21
㎝
以
上
の
た
め
）

■
滑
走
料
　
１
回
に
つ
き
高
校
生
以
下
１
０
４
０
円
、

　
　
　
　
　
大
人
１
５
７
０
円（
レ
ン
タ
ル
込
み
）

■
持
ち
物
　
カ
ッ
パ
・
タ
オ
ル
・
手
袋
・
着
替
え
等

※

雨
天
決
行
で
す
。（
荒
天
時
は
中
止
の
連
絡
を
し
ま
す
）

※

傷
害
保
険
は
各
自
で
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法
　
各
日
程
の
１
週
間
前
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

　
氏
名
・
年
齢
・
学
年
・
電
話
番
号
・
住
所
を
明
記
し

　
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
　
河
口
湖
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
　
　
　
　
坂
本
栄
樹
　
民
宿
八
崎
園 

小
立
９
１
２-

１

　
　
　
　
　
　
TEL
０
９
０‐

４
７
４
９‐

４
０
０
７

　
　
　
　
　
　
FAX
０
５
５
５‐

７
２‐

１
７
３
６
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第
18
回
地
場
産
業
ま
つ
り

富
士
吉
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校〔
在
職
者
訓
練
〕

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

【
富
士
山
教
養
講
座　

富
士
を
知
ろ
う
】

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
【
在
職
者
訓
練
】

　

〜
在
職
者
訓
練
の
お
し
ら
せ
〜　

法
の
日
週
間　

　
　

10
月
１
日
「
法
の
日
」
か
ら
１
週
間

　〜
未
来
の
裁
判
員
候
補
者
の
皆
さ
ん
へ
〜

　

「
裁
判
を
体
験
し
て
み
よ
う
！
」

　

第
34
回
ヨ
ハ
ネ
祭

「
お
い
で
よ
こ
こ
に
！
み
ん
な
の
ヨ
ハ
ネ
祭
」

　
〜
富
士
の
紅
葉
　
御
中
道
・
奥
庭

　
　
　
　
　
　
　
ゆ
っ
く
り
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
〜

　
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
の
富
士
山
五
合
目
で
富
士
山
の
自
然

観
察
や
成
り
立
ち
を
学
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

■
日
　
時
　
９
月
26
日(

日)

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分 

■
定
　
員
　
10
人（
申
込
順
・
要
予
約
）　

■
参
加
費
　
無
料（
交
通
費
は
各
自
ご
負
担
）

■
参
加
条
件
　
山
歩
き
が
で
き
る
健
康
な
方

■
場
　
所
　
富
士
山
御
中
道
・
奥
庭

■
申
込
・
問
合
先
　
富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
TEL
０
５
５
５‐

７
２‐

０
２
５
９
　
山
下

■
日
　
時
　
９
月
26
日（
日
）雨
天
決
行

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

■
場
　
所
　
忍
野
村
　
富
士
聖
ヨ
ハ
ネ
学
園

■
内
　
容
　
学
園
紹
介
、
模
擬
店
、
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
の
出
店
、子
供
広
場
、そ
の
他
催
し
物
な
ど

●
問
合
先
　
富
士
聖
ヨ
ハ
ネ
学
園
　
TEL
２
３‐

５
１
５
５

　■
日
　
時
　
９
月
25
日（
土
）、26
日（
日
）２
日
間

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
場
　
所
　
郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

■
内
　
容
　
織
物
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
の
宝
飾
品
や
お

　
　
　
　
　
菓
子
、
ワ
イ
ン
な
ど
の
販
売
や
ク
ラ
フ
ト

　
　
　
　
　
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ク
ラ
フ
ト
体
験
、
お
楽
し
み

　
　
　
　
　
抽
選
会
、
勝
山
ス
ズ
竹
伝
統
工
芸
実
演
、
飲

　
　
　
　
　
食
コ
ー
ナ
ー
、太
鼓
の
演
奏
な
ど

●
問
合
先
　（
財
）
山
梨
県
郡
内
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５
５‐

２
４‐

４
４
０
６

　
＝
塗
装
教
室
＝

　
壁
や
屋
根
な
ど
の
上
手
な
塗
装
の
仕
方
を
学
び
ま
す
。

■
日
　
時
　
９
月
26
日
、10
月
３
日
、10
日
、17
日（
日
）

　
　
　
　
　
４
日
間
　
午
前
８
時
〜
午
後
５
時

■
定
　
員
　
10
名
　
　
■
受
講
資
格
　
一
般
男
女

■
受
講
料
　
１
５
０
０
０
円
　
■
締
　
切
　
９
月
15
日

●
問
合
先
　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

　
　
　
　
　
　
　
TEL
２
２‐

５
２
１
４

＝
ア
ク
セ
ス
基
礎
・
応
用
講
座
＝

■
日
　
程
　
11
月
初
旬
か
ら
12
日
間
　
午
後
６
時
〜
９
時

■
受
講
料
　
４
２
０
０
円
　
■
定
　
員
　
20
名

＝
品
質
管
理
の
基
礎
講
座
＝

■
日
　
程
　
11
月
中
旬
か
ら
６
日
間
　
午
後
６
時
〜
９
時

■
受
講
料
　
２
１
０
０
円
　
■
定
　
員
　
15
名

●
規
定
の
用
紙
に
記
入
し
、申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校
へ
問
い

　
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５
４‐

４
３‐

８
９
１
１
　

　
　
　
　
　
　
FAX
０
５
５
４‐

４
３‐

８
９
１
２

　
　
　
　
　
　
　
　

＝
商
業
簿
記
三
級
講
座
＝

■
10
月
１
日
〜
計
15
日
間
、午
後
６
時
〜
９
時

　
受
講
料
　
４
２
０
０
円

＝
初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
＝

■
10
月
18
日
〜
計
６
日
間
、午
後
６
時
〜
９
時

　
受
講
料
　
２
１
０
０
円

●
問
合
先
　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５
３‐

３
２‐

５
２
０
２

　
最
高
裁
判
所
、
法
務
省
及
び
日
本
弁
護
士
連
合
会
で
は

法
の
日
10
月
１
日
か
ら
一
週
間
を
法
の
日
週
間
と
し
、
法

を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
啓
発
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

■
日
　
時
　
10
月
16
日(

土)

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

■
対
　
象
　
小
学
校
高
学
年
・
中
学
生  

■
定
員
　
30
名

■
内
　
容
　
ビ
デ
オ
鑑
賞「
裁
判
所
っ
て
ど
ん
な
と
こ
？
」

　
　
　
　
　
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
説
明

　
　
　
　
　
実
際
の
法
廷
で
、模
擬
裁
判
の
体
験

　
　
　
　
　
裁
判
員
裁
判
用
法
廷
見
学

■
場
　
所
　
甲
府
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　
　
　
　
　
　
　
甲
府
市
中
央
１‐

10‐

７

■
締
　
切
　
10
月
８
日（
金
）ま
で

●
申
込
先
　
甲
府
地
方
裁
判
所
事
務
局

　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５-

２
３
５-

１
１
３
３

　
　
　
　
　
甲
府
地
方
検
察
庁
企
画
調
査
課

　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５-

２
３
５-

７
２
３
４

☆
１
等
・
前
後
賞
あ
わ
せ
て
２
億
円
☆

　
１
等
１
億
５
千
万
円×

13
本
　

　
２
等
１
千
万
円×

１
３
０
本

●
発
売
期
間
　
９
月
27
日（
月
）〜
10
月
19
日（
火
）

●
抽
選
日
　
　
10
月
26
日（
火
）

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の
明
る
い
ま
ち
づ

く
り
や
環
境
対
策
、
高
齢
化
対
策
な
ど
住
民
福
祉
の
向
上

に
使
わ
れ
ま
す
。
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山
梨
大
学
医
学
部
付
属
病
院
か
ら

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
医
療
講
演
会

第
18
回
ふ
れ
あ
い
医
療
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

交
通
事
故
か
ら
あ
な
た
の
未
来
を
守
る

　
　
　
　
　

自
賠
責
保
険
･
自
賠
責
共
済

　〜
有
効
期
限
は
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
〜

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の
自
動
車
事
故
の
際
の

基
本
的
な
対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、
原
動
機
付
自
転
車

を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車
に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て

お
り（
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
）、
自
賠
責
保
険
・
共
済

な
し
で
の
運
行
は
法
令
違
反
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。四
輪
車
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
特
に
、
車
検
制
度
の
な

い
２
５
０
Ｃ
Ｃ
以
下
の
バ
イ
ク
（
原
動
機
付
自
転
車
・
軽

二
輪
自
動
車
）は
、
有
効
期
限
切
れ
、
か
け
忘
れ
に
ご
注
意

を
！

　
な
お
、自
賠
責
制
度
の
詳
し
い
内
容
は
こ
ち
ら
か
ら

   h
ttp
://w

w
w
.jib
a
i.jp

●
問
合
先
　
国
土
交
通
省
山
梨
運
輸
支
局

　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５‐

２
６
１‐

０
８
８
０

　
難
病
と
い
わ
れ
る
病
気
で
す
が
、
正
し
い
診
察
と
自
分

の
体
に
あ
っ
た
服
薬
等
に
よ
り
、
通
常
の
生
活
を
維
持
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。基
礎
か
ら
最
新
の
治
療
方
法
ま
で

も
う
一
度
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
　
程
　
10
月
３
日（
日
）午
後
１
時
30
分
〜

■
場
　
所
　
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　「
ぴ
ゅ
あ
富
士
」都
留
市
中
央
３‐

３‐

３

■
対
　
象
　
患
者
、家
族
、医
療
関
係
者
等
ど
な
た
で
も

■
講
　
師
　
甲
府
病
院
神
経
内
科
元
科
長
　
林
正
高
氏

　
　
　
　
　「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
を
よ
く
知
り
、

　
　
　
　
　
　
　
病
気
と
仲
良
く
過
ご
す
た
め
に
」

■
参
加
費
　
５
０
０
円（
資
料
代
等
）会
員
無
料

●
申
　
込
　
TEL
０
５
５
４‐

２
０‐

３
６
６
３
　
田
辺

　
　
　
　
　
TEL
０
８
０‐

５
１
７
５‐

３
６
６
３

※

主
催
　
全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会

　
　
　
　
山
梨
支
部
　
TEL
０
５
５‐

２
５
３‐

９
６
６
６

　
苦
し
か
っ
た
病
気
、
ケ
ガ
、
手
術
を
受
け
た
病
院
、
か
か

り
つ
け
医
院
、
お
医
者
さ
ん
、
看
護
師
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ

い
な
ど
、
医
療
の
体
験
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
、
将
来
お

医
者
さ
ん
や
看
護
師
に
な
っ
て
み
た
い
と
い
う
夢
な
ど

を
作
文
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
資
格
　
小
学
生
以
上
の
県
内
在
住
者
、
出
身
者
あ

　
　
　
　
　
　
る
い
は
県
内
で
の
体
験
者

■
規
　
定
　
　１
２
０
０
〜
２
０
０
０
字
　
未
発
表
の
も
の

■
締
切
り
　
10
月
末
日

●
応
募
・
問
合
先
　
山
日
Ｙ
Ｂ
Ｓ
事
業
局

　
　
　「
ふ
れ
あ
い
医
療
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」係

　
　
　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５-

２
３
１-

３
１
２
１

〜「
紹
介
状（
診
療
情
報
提
供
書
）」持
参
の
お
願
い
〜
　

　
山
梨
大
学
医
学
部
付
属
病
院
は
、
主
に
高
度
な
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
地
域
に
効
率
よ
く
提
供
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た「
特
定
機
能
病
院
」で
あ
り
、
ま
た
現
在
ま
で
の
治

療
内
容
・
経
過
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
く
こ
と
で
診
療
お

よ
び
検
査
を
ス
ム
ー
ズ
に
始
め
る
た
め
に
、
原
則
と
し
て

他
の
医
療
機
関
か
ら
本
院
あ
て
の
「
紹
介
状
（
診
療
情
報

提
供
書
）」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。特
に
本
年
４
月
か
ら
一

部
診
療
科
に
お
け
る
初
診
の
方
の
診
療
に
つ
い
て
は
、
紹

介
状
持
参
患
者
さ
ん
の
み
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。初
診

予
約
に
つ
い
て
は
、
精
神
科
を
除
き
、
他
の
医
療
機
関
か

ら
の
予
約
の
み
と
し
、
患
者
さ
ん
か
ら
は
直
接
予
約
を
受

け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。本
院
を
受
信
さ
れ
る
場
合
は
、
外

来
案
内
を
お
確
か
め
い
た
だ
き
、
電
話
で
受
付
の
可
否
、

休
診
等
の
確
認
を
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
ご
来
院
く
だ

さ
い
。ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
山
梨
大
学
医
学
部
付
属
病
院

　
　
　
　
TEL
０
５
５‐

２
７
３‐

１
１
１
１（
代
表
）

富士吉田市制施行６０周年記念事業

宝くじスポーツフェア
「ドリーム・ベースボール」

９月２６日（日） ９時３０分～１５時
富士北麓公園野球場

　（９時開場）

　（雨天時：富士北麓公園体育館）

開場 
（先着　１,０００名に宝くじグッズプレゼント） 

少年少女ふれあい野球教室 
ふれあい講演会 
（講師：金田　正一氏）　（予定） 
※講演会は、富士北麓公園体育館で行います。 

ドリーム抽選会 
（正午までに来場した方に抽選で、名球会、ＯＢクラブ選手の
 サイン入りバットやグローブ、ボールなどが当たります。） 

開会式 
（名球会、ＯＢクラブとの記念撮影） 

アトラクション（プロに挑戦） 
(元プロ野球選手に投手または打者で挑戦！） 

ドリーム・ゲーム 
（ドリームチーム　VS　富士吉田市選抜チーム） 
※雨天の場合は、内容を変更し、富士北麓公園体育館で行います。 
 

9:00

9:30

10:30

12:00

12:30

13:00

13:30

無料（入場整理券が必要となります。） 入場料
問合せ

日　時

会　場

電話番号 ２２－１１１1 （内線 272 ・ 382 ・ 423）

内　容

富士吉田市制施行６０周年記念事業実行委員会事務局
　　　　　　　　　　 （ドリーム・ベースボール担当）

名球会、ＯＢクラブがやって来る！
　日本プロ野球名球会と全国野球振興会（日
本プロ野球ＯＢクラブ）のメンバーによる少年
少女ふれあい野球教室や、ドリームチームと
富士吉田市選抜チームによるドリーム・ゲーム
、名球会の金田正一氏の講演会を行う予定で
す。往年の名選手が富士吉田市へ多数来られ
ます。野球ファンのみならず、多くの皆様方の
ご来場をお待ちしております。

［出場予定選手］名球会選手　山本浩二、村田兆治 外6名
OBクラブ選手　16名


